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近
藤
孝
弘

編
著

東
ア
ジ
ア
の
歴
史
政
策

1

日
中
韓

対
話
と
歴
史
認
識

〈明
石

書
店
、

二
〇
〇
八
年
八
月
、

二
八
九
頁
〉

今

世

紀
初

頭

に
始

ま

っ
た
、
中

国
社

会
科

学
院

辺

境
史

地

研
究

セ

ン
タ
ー

の
国
家

プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト

「東
北

工
程

」
が

、
渤
海

・
高

句
麗

な

ど
を

中

国

の
地
方

政
権

・
少
数

民
族

政
権

と
位

置

付

け
た

た

め
、
韓

国

の
批

判

を
受

け

て
国

際

問
題

化

し
た

こ
と

(第

二
章
)
は
記
憶

に
新

し

い
。

日

本

で
も

日
中
戦
争

で

の
侵
略

を
指

摘

さ

れ

る

と
、

「元

冠

が

あ

っ
た

で
は

な

い
か
」

と

の

「歴

史
観

」
を
振

り

か
ざ

し

て
中

国

を
非

難

す

る
者

が
時
折

見

ら
れ

る
。

い
ず

れ

に

せ

よ
、

現
在

の

「国
境

」

や

「
国

家
」

の
枠
組

み
そ

の
ま

ま

で
過

去

の
歴
史

を

見

よ
う

と

す

る
非
歴

史
的

な
議
論

で
あ

る
。

国

民

国
家

群

が
構

成

す
る
現

代

の
世
界

で

は
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル
ヒ

ス
ト
リ

ー
が
創

作

さ
れ

が
ち

で
あ

る
。
そ

こ

で
は
自

国

の
由
来

を

、
程

度

の
差

こ
そ

あ

れ

現
在

の
正
当

化

の
た

め
、

正
統

性

の
保

障

の
た

め
に
都
合

の
よ

い
歴
史

像
と
し
て
子
供
た
ち
に
刷
り
込
ん
で
い
く
。

戦
火
を
交
え
た
り
、
支
配
と
従
属
の
関
係
の

歴
史
が
あ
れ
ば
、
当
時
の
歴
史
的
環
境
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
ま
た
現
在
の
関
係
が

ど
う
で
あ
れ
、デ
フ
ォ
ル
メ
が
生
じ
や
す
い
。

本
書
は
、
日
本
・中
国
・韓
国
三
国
の
歴
史

研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
で
あ
り
、
名
古
屋

大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
国
際
協
調
的
歴
史
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
関
す
る
政
治
教
育
的
研
究
」
の
成
果
論
文

集
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は

「東
ア
ジ
ア
の
歴

史
問
題
を
捉
え
る
た
め
の
明
確
な
枠
組
み
を

提
示
す
る
こ
と
」
で
、日
中
韓
三
国
が
「協
力

し
て
そ
れ
に
取
り
組
む
可
能
性
を
ひ
ら
」
き
、

各
国
政
府
が
支
援
す
る
歴
史
共
同
研
究
や
民

間
で
の
歴
史
共
通
教
材
作
成
の
動
き
を
背
景

に
、
「新
た
な
目
標
設
定
を
支
援
す
る
現
実

的
課
題
」
に
応
え
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
つ

と
述
べ
る
。
全
体
は
三
部
か
ら
な
り
、韓
国
・

中
国
・日
本
の
順
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
研

究
対
象
、
あ
る
い
は
出
身
と
す
る
歴
史
研
究

者
の
論
考
を
四
本
ず

つ
収
録
し
て
い
る
。
総

じ
て
真
摯
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
相
互
理
解

の
た
め
の
議
論
の
場
を
形
成
す
る
重
要
性
が

主
張

さ

れ

て

い
る
。
例

え
ば

、
楊
彪

は
東

ア
ジ

ア
地

域

の
発

展
を

支

え

る

「共
通

の
価

値

」
の

追
求

を

主
張

し

(第

六
章
)
、
劉

傑

は

「知

の
共

同
空

間

」
が

日
中

間

に
構

築

さ

れ

る
前

提

が

す

で

に
存

在

し

て

い

る

と
主

張

す

る

(第
九

章
)
。
し

か
し
、
現
実

に

は
、
「東

北

工
程

」
以

前

の

一
九
九

三
年

の
国

際

シ
ン
ポ

で
も
高

句

麗

を
中

国
史

の
不
可

欠

の

一
部

と

す

る
中

国

の

議

論

に
北
朝

鮮

の
学
者

が
直

接
批

判

を
行

っ

た

こ
と

(第
二
章

)、
歴

史

問

題

へ
の
充

分

な

対

応

が

で
き

な

い
の

は

バ
ル
カ

ン
諸

国

や
中

東

も

同

様

で

あ

る

と

の
指

摘

(第

十
二
章
)

は
、
問
題

の
根

深

さ
を
提

示

し

て
も

い
る
。

と

ま
れ
、
本

書

は
近
年

の

『
歴
史

教

科
書

を

め

ぐ

る

日

韓

対

話
』
(大
月
書
店

)
や

『
国

境

を
越

え

る
歴

史

認
識

』
(東
京
大
学
出
版
会
)

な

ど

と

の
併

読

を

勧

め

た

い
。

し

か

し

、

『
世

界
史

を

ど

う
教

え

る
か

』
(山
川
出
版
社
)

な

ど
、
歴

史
教

育

の
現
場

か

ら

の
研

究

報
告

を
踏

ま

え
た
議

論

が
不
可

欠

で
あ

ろ
う

。

な

ぜ

な
ら
、

実
際

に
ナ

シ

ョ
ナ

ル

ヒ

ス
ト

リ

ー

を
刷

り

込
ま

れ
る

の

は
初

等
中

等
教

育

段
階

で
あ
り
、

大
学

段
階

で
は
も

う
遅

い
の

で
あ

る
か
ら
。

(
三
好

章

)
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